
事業計画 資料４
久喜市教育振興基本計画

　【現状・課題】

　【事業の方向性】

　【事業の取組】 文化財保護課 　※は新規事業です。
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本多静六記念館企画展 本多静六記念館の企画展を実施する。 ・平成27年度と同様に、1回の開催を予定

企画展「本多静六を支えた妻銓子と養父晋」
期日：平成27年11月16日（月）～平成28年3月27日（日）
会場：本多静六記念館
来館者数1,723人（平成28年2月末現在）

成果：本多静六の妻銓子（日本で4番目の公認女医）と養父晋（旧幕
臣で彰義隊頭取）の人物像と、彼らの支えがあって静六が大成した
ことを分かりやすく紹介した。

企画展等実施事業
郷土資料館や民俗資料展示室を活用して企画展・特別展・収蔵品
展などを開催し、地域の特長ある歴史文化を市民にわかりやすく紹
介する。

・郷土資料館において、特別展1回の開催を予定
・民俗資料展示室において、収蔵品展1回の開催を予定

※平成27年度は、「特別展」１回を郷土資料館・民俗資料展示室の2
会場で同時開催

第6回特別展「懐かしい道具たち－祭り・暮らし・米作りの道具－」
期日：10月17日（土）～12月27日（日）
会場：郷土資料館展示室2及び青葉小学校内民俗資料展示室
来館者数2,332人

成果：民具資料を通じて、かつて行われていた暮らしの様子などを
広く市民に周知することができた。

鷲宮催馬楽神楽伝承教室
国指定文化財の鷲宮催馬楽神楽の後継者育成の一助とするため、
伝承教室を開催する。

・平成27年度と同様に、8回の開催を予定

期日及び内容
9月2日、9日、16日、30日、10月7日、14日、21日（各水）練習、10月
25日（日）鷲宮文化祭で成果発表
会場：郷土資料館視聴覚ホール及び鷲宮コミュニティ広場
受講者数10人
成果：受講者に鷲宮催馬楽神楽の文化財としての魅力と特色を伝
えることができた。また発表を通じて、鷲宮催馬楽神楽を広く市民に
周知することができた。

「吉田家水塚」運営事業
市指定文化財「吉田家水塚」を適切に公開するとともに、パネル展
などの企画も検討する。

・平成27年度と同様に運営をしながら、新たにパネル展1回の開催
を予定

内容：市指定文化財「吉田家水塚」を公開（公開日：木・土・日曜
日）。
成果：団体見学を随時受付したり、図書館と共同で事業を行ったり
するなど、市指定文化財「吉田家水塚」の適正な運営を行った。

・文化財・歴史資料係は、文化財として保護の対象となる事物の調査や、指定文化財の保存及び活用を図る。
・文化財の調査又は指定文化財の保存及び活用で得られた結果や知識等を活用して、市民の文化的な学習機会の向上に役立つような取り組みに積極的に還元していく必要がある。
・郷土資料館では、所蔵資料の整理及び調査や、同資料を活用した展示又は講座等を企画実施している。
・郷土資料館所蔵資料の整理及び調査で得た経験や知識等を活用して、展示や講座等の企画を通じて、市民の文化的な学習機会の向上に役立つ取り組みを積極的に展開していく必要がある。

・文化財の調査を計画的かつ戦略的に行うとともに、調査の結果について必要なものについては、その成果を刊行物などで公表する。
・郷土資料館所蔵資料の整理及び調査を計画的に行うとともに、整理及び調査の結果必要なものについては、展示や講座等を通じて積極的に公表する。
・合併前の旧市旧町の歴史を尊重しながら郷土（新市）に対する愛着心を醸成するため、「歴史散歩」を推進する。
・地域で受け継いできた「郷土伝統芸能」を次世代にも継承していくために、「郷土伝統芸能」を支援する取り組みを実施する。

事業名 事業趣旨 平成２８年度実施計画 平成２７年度の成果

平成２８年度　 文化財保護課

①文化財・歴史資料等の展示・公開の推進 ②文化財等の情報提供の推進

5地域文化資源の発掘 ①市史編さんの推進 ②地域文化資源の情報発信

基本目標6　歴史・文化の継承と活用 施　　　策 主な取組

　多様な芸術・文化活動を支援するとともに、市民が
芸術・文化に触れることができる機会の充実を図りま
す。また、市の文化的・歴史的資産を未来に継承する
とともに、地域の活性化に役立てる。

3文化財の保存・継承 ①文化財・歴史資料等の保護 ②伝統文化継承・伝承活動への支援

4文化財の活用

6郷土資料館の充実 ①企画展・特別展等の開催 ②生涯学習及び学校教育との連携強化
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7 古文書学習会

市民の生涯学習活動を支援するため、古文書学習会を開催する。

※平成27年度予算では「栗橋町史編さん事業」に位置づけて実施し
ていたものを、平成28年度予算では「郷土資料館運営事業」に位置
づけて実施する。

・月1回ペースの開催で12回を予定
・募集予定人員30人
・会場は郷土資料館視聴覚ホール

期日
4月13日（月）、5月11日（月）、6月15日（月）、7月13日（月）、10月5日
（月）、11月9日（月）、12月14日（月）、1月13日（水）、2月15日（月）、
3月7日（月）
会場：栗橋いきいき活動センターしずか館
参加者数延べ：153人

成果：栗橋地域の歴史に対する理解を深めてもらうことができた。

※文化財講座

市民の文化財への関心と郷土に対する愛着心を醸成するため、文
化財講座を開催する。

※平成27年度は「文化財歴史講座｣として実施

・1回の開催を予定
期日：①②平成28年2月20日（土）、③④2月27日（土）
内容：①地形から考える利根川の流路 いま・むかし　②久喜の河畔
砂丘－なぜ平野の真ん中に砂丘があるのか－　③関所番士の子・
足立駒太郎から見る近代久喜と河川　④自然環境の変遷－久喜12
万年の自然史と生活－
会場：郷土資料館視聴覚ホール
受講者数40人

成果：「自然・地理」に関する最新の調査・研究成果をわかりやすく
市民に周知することができた。

※歴史講座

市民の地域への関心と郷土に対する愛着心を醸成するため、歴史
講座を開催する。

※平成27年度は「文化財歴史講座」として実施

・2回の開催を予定
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